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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】健康状態を監視するためのデバイス、実施、お
よび技法を提供すること。
【解決手段】心臓リズムを検出するように適合されたセ
ンサと、検出された心臓リズムに基づいて少なくとも１
つの異常を検出するように適合された異常検出回路と、
少なくとも１つの医療補助機器の位置を特定するように
適合された医療補助機器探査装置とを備える心停止監視
デバイス。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓リズムを検出するように適合されたセンサと、
　検出された心臓リズムに基づいて少なくとも１つの異常を検出するように適合された異
常検出回路と、
　少なくとも１つの医療補助機器の位置を特定するように適合された医療補助機器探査装
置とを備える心停止監視デバイス。
【請求項２】
　前記異常検出回路がさらに、検出された心臓リズムデータを、あらかじめプログラムさ
れたデータと比較するように適合された比較回路を備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記あらかじめプログラムされたデータが、前記心停止監視デバイスの使用者の以前の
心臓リズムデータを含む、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記医療補助機器が自動体外式除細動器を備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記心臓リズムの異常を検出する前記異常検出回路に応答して警報を発するように適合
された警報ユニットをさらに備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記医療補助機器の位置情報を出力する出力ユニットをさらに備える、請求項１に記載
のデバイス。
【請求項７】
　前記出力ユニットがさらに、検出された医療補助機器の位置を地図上に示す映像ディス
プレイを備える、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記出力ユニットがさらに、前記検出された心臓リズムデータをグラフで表示する映像
ディスプレイを備える、請求項６に記載のデバイス。
【請求項９】
　自己位置情報を取得するための自己位置取得ユニットと、
　前記自己位置取得ユニットによって計測された位置情報を送出する送信器とをさらに備
える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　医療補助機器に接続された医療補助デバイスであって、
　前記医療補助機器の位置情報を心臓監視デバイスに与える位置モジュールと、
　罹病者の位置情報を出力する出力ユニットとを備える、医療補助デバイス。
【請求項１１】
　警報を発する警報ユニットをさらに備える、請求項１０に記載の医療補助デバイス。
【請求項１２】
　少なくとも１つの医療補助機器の位置を特定する医療補助機器探査装置と、
　前記医療補助機器の位置情報を出力する出力ユニットとを備える移動端末。
【請求項１３】
　心停止を監視する方法であって、
　心臓リズムを監視するステップと、
　検出された心臓リズムに基づいて異常を検出するステップと、
　前記異常が検出されると少なくとも１つの医療補助機器の位置を特定するステップとを
含む方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの医療補助機器の位置を特定するステップが、前記医療補助機器の位置
情報の要求を送信するステップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
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　少なくとも１つの医療補助機器の位置を特定するステップが、前記医療補助デバイスか
ら位置情報を受信するステップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　少なくとも１つの医療補助機器の位置を特定するステップが、サーバから位置情報を受
信するステップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記検出された心臓リズムに基づいて異常を検出するステップが、監視される心臓リズ
ムデータを、あらかじめプログラムされたデータと比較するステップを含む、請求項１３
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記監視される心臓リズムデータを、あらかじめプログラムされたデータと比較するス
テップが、前記監視される心臓リズムデータを、監視される使用者の以前の心臓リズムデ
ータと比較するステップを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記心臓リズムの異常を検出する前記異常検出回路に応答して警報を発するステップを
さらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　機械可読命令を含む信号担持媒体を備える装置であって、前記信号担持媒体の上に記憶
された前記機械可読命令が、１つまたは複数のプロセッサで実行された場合に、計算デバ
イスが、心臓リズムを解析すること、システムデバイスの位置情報を送信および／または
受信すること、システムデバイス間の距離を求めること、および／またはシステムデバイ
ス位置情報を伝えることを可能にするように働く、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書で特に示されていない限り、この項に記載の手法は、本出願の特許請求の範囲
に対する従来技術ではなく、また、この項に含めることによって従来技術であると認めら
れるものではない。
【０００２】
　心停止に対処する効果的な方法に、除細動器を用いるものがある。除細動器は、心停止
罹病者の胸部に電流、すなわち「ショック」を加える医療デバイスであり、その電流を罹
病者の心臓まで送出する。このショックで、心停止中の心臓の心室細動という不規則な電
気パルスを中断することができ、それにより罹病者の心臓に、その正常なリズムで拍動を
開始する可能性を与えることができる。
【０００３】
　人が心停止に見舞われた後の最初の１０分間では、細動除去の前に１分間が節減される
ごとに相対的生存率が約１０パーセント増加することになりうる。したがって、時間が決
定的に重要であるので、自動体外式除細動器、すなわちＡＥＤの可用性が増加してきた。
ＡＥＤは、主として警察署および消防署などの「最初の対応者」（医療緊急時の現場に最
初に到着）によって使用されるように設計された携帯型医療デバイスである。ＡＥＤは一
般に、罹病者の心臓リズムを検査してショックが必要かどうかを判定する組込みコンピュ
ータを有する。ＡＥＤはまた、その操作を助ける音声指示および画面メッセージを含むの
で比較的使いやすく、したがって、訓練をほとんどまたは全くしていない一般市民が使用
することもできる。
【０００４】
　ＡＥＤは、使用するのがより簡単になったので、それだけには限らないが、学校、スポ
ーツ施設、交通拠点、オフィスビル、老人介護施設、政府ビルなどを含む様々な公共およ
び民間の生活環境内に設置されている。
【発明の概要】
【０００５】
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　本開示の主題は、本明細書の結論部分に具体的に指し示され、明瞭に主張されている。
本開示の上記その他の特徴は、添付の図面と併せて以下の説明および添付の特許請求の範
囲からより完全に明らかになろう。これらの図面は、本開示によるいくつかの実施形態を
示すだけであり、したがって、本開示の範囲を限定するとみなされないことを理解された
い。本開示では、添付の図面を用いることによって付加的な特異性および細部も共に説明
する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本開示の一実施形態による心停止監視システムを示す図である。
【図２】本開示の一実施形態による心停止監視デバイスを示す図である。
【図３】本開示の一実施形態によるモニタ上に表示された地図を示す図である。
【図４】本開示の一実施形態によるモニタ上の心臓リズムを示す図である。
【図５】本開示の一実施形態による医療補助デバイスを示す図である。
【図６】本開示の一実施形態による移動端末デバイスを示す図である。
【図７】本開示の一実施形態による心停止監視システムのプロセス流れを示すブロック図
である。
【図８】本開示の一実施形態による心停止監視システムのプロセス流れを示すブロック図
である。
【図９】本開示の一実施形態による心停止監視システムのプロセス流れを示すブロック図
である。
【図１０】本開示の一実施形態による心停止監視システムのプロセス流れを示すブロック
図である。
【図１１】本開示により構成される例示的コンピュータプログラム製品を示す概略図であ
る。
【図１２】本開示の一実施形態による例示的計算デバイスを示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下の説明では、特許請求される主題の完全な理解が得られるように、具体的な細部と
共に様々な例を示す。しかし、特許請求された主題は、本明細書で開示される具体的な細
部の一部、またはより多くの部分がなくても実施できることが当業者には理解されよう。
さらに、状況によっては、よく知られた方法、手順、システム、構成要素および／または
回路は、特許請求された主題を不必要に曖昧にすることを避けるために、詳細に説明され
ていない。以下の発明を実施するための形態の説明では、その一部を形成する添付の図面
を参照する。図面では、特に指示がない限り同様の記号は通常、同様な構成要素を特定す
る。発明を実施するための形態の説明、図面および特許請求の範囲で記載される例示的な
諸実施形態は、限定を意図するものではない。ここで提示される主題の趣旨および範囲か
ら逸脱することなく、他の実施形態を利用することができ、他の変更を加えることができ
る。本開示の諸態様は、本明細書で一般的に説明され図に示されるように、多種多様な異
なる構成で配置、置換、組合せ、設計をすることができ、そのすべてが明確に企図されて
おり、本開示の一部をなすことは容易に理解されよう。
【０００８】
　本開示はとりわけ、心停止監視システムなどの健康監視に関連する方法、装置、システ
ム、および／またはコンピュータプログラム製品を対象とする。
【０００９】
　本明細書で説明する主題は心停止監視システムを提供し、このシステムは下記を含むこ
とができる。
　ａ．使用者の心臓リズムを監視し、異常を検出し、近くの医療補助機器の位置を突き止
め、その医療補助機器の位置情報を出力する心停止監視デバイス。このデバイスは、心臓
病罹病者／使用者の危難を通りがかりの人に知らせるための音声および／または視覚によ
る警報を発することができる。
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　ｂ．心停止監視デバイスを身につけた患者の位置情報を出力するように構成することが
できる、自動体外式除細動器（以下「ＡＥＤ」）などの医療補助機器に接続された医療補
助デバイス。さらに、このデバイスは、医療補助デバイスに接続された医療補助機器を必
要とする罹病者／使用者が存在していることを通りがかりの人に知らせる音声および／ま
たは視覚による警報を発するように構成することもできる。
　ｃ．心停止の罹病者に遭遇した通りがかりの人が使用するための移動端末デバイス。こ
の移動端末デバイスは、近くの医療補助機器を探し、その医療補助機器の位置情報をその
通りがかりの人に対し出力する。
【００１０】
　図１を参照すると、心停止監視システム１００の一実施形態は、患者／使用者１１５が
身につけることができる心停止監視デバイス１１０を含むことができる。心停止監視デバ
イス１１０は、少なくとも１つの医療補助デバイス（１２０ａおよび１２０ｂで示す）と
通信することができる。１２０ａおよび１２０ｂで示されているが、医療補助デバイスが
何個もありうるので、各医療補助デバイスを一括して１２０で指し示す。医療補助デバイ
ス１２０との通信は、無線通信ライン１１２で示された無線とすることができる。心停止
監視デバイス１１０は、医療補助デバイス１２０ａおよび１２０ｂの位置情報を収容して
いるサーバ１３０と通信することができる。サーバ１３０との通信は、無線通信ライン１
１４で示された無線とすることができる。心停止監視システム１００はまた、使用者１３
５が携帯できる移動端末デバイス１４０を含むこともできる。移動端末デバイス１４０は
、少なくとも１つの医療補助デバイス１２０と通信することができる。この通信は、無線
通信ライン１１６で示された無線とすることができる。移動端末デバイス１４０は、医療
補助デバイス１２０ａおよび１２０ｂの位置情報を収容するサーバ１３０と通信すること
ができる。医療補助デバイス１２０との通信は、無線通信ライン１１８で示された無線と
することができる。
【００１１】
　したがって、心停止監視デバイス１１０によって心臓リズムの異常が検出された場合、
このデバイスは近くの医療補助機器１２０を探し（サーバ１３０を介して、または医療補
助機器１２０自体を介して）、医療補助機器１２０の位置情報を出力する。
【００１２】
　図１および図２を参照すると、図１の心停止監視デバイス１１０の一実施形態では、セ
ンサ２０２に結合された電子モニタ２０６を含むことができる。電子モニタ２０６は、患
者／使用者１１５に付けるように適合できるセンサ２０２によって、患者／使用者１１５
の心臓リズムを監視する。センサ２０２は、使用者の心臓リズを検出し、このようなデー
タを継続的に、当業者には理解される心電計すなわちＥＣＧなどの電気信号として記憶す
るように適合させることができる。
【００１３】
　電子モニタ２０６は、異常検出回路２０８を含むことができる。異常検出回路２０８は
、センサ２０２から受け取ったデータを解析して心臓リズムの異常を検出する論理回路を
備えることができる。異常検出回路２０８は、比較回路２１０を含むことができる。比較
回路２１０は、異常検出回路２０８で受け取った心臓リズムデータを、あらかじめプログ
ラムされたデータと比較するように適合させることができる。「プログラムされたデータ
」の例には、それだけには限らないが、使用者の以前のデータ、平均的によく見受けられ
るデータ（average populous data）（例えば、１分間当たり６０～１００回の脈拍）、
特定の人口の層（年齢、性別、場所など）の平均データなどが含まれうる。異常検出回路
２０８は、その比較回路２１０と組み合わせて、心臓リズムの異常、例えばある一定期間
の心臓拍動の欠如、またはあらかじめプログラムされたデータとの著しい相違が発生して
いるかどうかを判定することができる。
【００１４】
　電子モニタ２０６はさらに、医療補助機器探査装置２１２を含むこともできる。医療補
助機器探査装置２１２は、医療補助デバイス１２０の位置を特定するように適合させるこ



(6) JP 2011-136165 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

とができる。医療補助機器探査装置２１２は、後で論じるように、医療補助デバイス１２
０の位置情報を要求するメッセージを無線で一斉送信することができ、かつ医療補助デバ
イス１２０自体から位置情報を受信することができる。位置情報の受信に応じて、医療補
助機器探査装置２１２は、心停止監視デバイス１１０と各医療補助デバイス１２０との間
の距離を計算することによって、近くの１つまたは複数の医療補助デバイス１２０を選択
することができる。あるいは、医療補助デバイス１２０は、後で論じるように、心停止監
視デバイス１１０が位置情報を要求しているかどうかにかかわらず、その位置情報を周期
的に一斉送信することもできる。したがって、心停止監視デバイス１１０は、位置情報の
要求を送出しなくても、各医療補助デバイス１２０の位置情報を受信することができる。
【００１５】
　図１および図２を参照すると、別の実施形態では、心停止監視デバイス１１０は、その
医療補助機器探査装置２１２を介して、医療補助デバイス１２０の位置情報を管理するこ
とができるサーバ１３０からの医療補助デバイス１２０の位置情報を要求することができ
る。心停止監視デバイス１１０はまた、その位置情報をサーバ１３０に送って、近くの医
療補助デバイス１２０の位置情報を得ることもできる。ＧＰＳ受信器などの自己位置取得
ユニット２１４を心停止監視デバイス１１０内に結合または設置することができる。この
ユニットは、心停止監視デバイス１１０または使用者１１５（罹病者）の位置を決定する
ことができる。医療補助機器探査装置２１２は、この位置情報を用いて使用者（すなわち
、心停止監視デバイス１１０）と医療補助デバイス１２０の間の距離を計算することがで
きる。
【００１６】
　電子モニタ２０６はまた、警報ユニット２１６を有することもできる。警報ユニット２
１６は、心臓リズムの異常を検出している異常検出回路２０８に応答して、例えば音声お
よび／または視覚による警報を発して、患者／使用者１１５に起きている心臓の異常を通
りがかりの人に知らせることができる。
【００１７】
　電子モニタ２０６はさらに、通信インターフェース２１８を含むこともできる。通信イ
ンターフェース２１８は、電子モニタ２０６と医療補助デバイス１２０および／またはサ
ーバ１３０との間の通信を制御することができる。通信インターフェース２１８は、それ
だけには限らないが、無線通信デバイスを含むことができる。
【００１８】
　電子モニタ２０６はまた、出力ユニット２２０を有することもできる。出力ユニット２
２０は、例えば、映像ディスプレイ、音声スピーカなどとすることができる。出力ユニッ
ト２２０は、医療補助デバイス１２０の位置情報を出力することができる。例えば、図３
に示されるように、電子モニタ２０６の位置（例えば、使用者１１５の位置）、ならびに
近くの医療補助デバイス１２０ａおよび１２０ｂの位置を映像ディスプレイまたは映像モ
ニタ３０２上の地図３０４に表示することができる。さらに、図４に示されるように、出
力ユニット２２０は、映像ディスプレイまたは映像モニタ４０２上に、検出された心臓リ
ズムデータ／パルス間時間４０４をグラフで表示することができる。
【００１９】
　図２を再び参照して、２０８、２１２、２１４、２１６、２１８および２２０などの構
成要素は、バス２２２を介して互いに通信できることを理解されたい。「バス」という用
語は、この発明を実施するための形態の説明の中では、それだけには限らないが、有線通
信および無線通信を含む、様々な構成要素間の任意の通信結合方法を指すことがあること
も理解されたい。
【００２０】
　前に論じたように、本開示は、図１に示されるように医療補助デバイス１２０を含むこ
とができる。図５に示されるように、医療補助デバイス１２０は、ＡＥＤなど医療補助機
器５０２の物品に接続することができる。図１に示されるように、医療補助デバイス１２
０は、その位置情報を心停止監視デバイス１１０まで送信することができる。医療補助デ
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バイス１２０はまた、心停止監視デバイス１１０を身につけている罹病者、例えば使用者
１１５の位置情報を出力し、警報を発して、この医療補助機器５０２、例えばＡＥＤを必
要とする罹病者が存在していることを通りがかりの人に知らせるように構成することもで
きる。
【００２１】
　図１および図５を参照すると、医療補助デバイス１２０の一実施形態は、医療補助デバ
イス位置モジュール５０４を含むことができる。医療補助デバイス位置モジュール５０４
は、心停止監視デバイス１１０に、医療補助デバイス１２０が取り付けられている医療補
助機器５０２の位置情報を与えることができる。医療補助デバイス位置モジュール５０４
は、このような情報を心停止監視デバイス１１０からの要求の受信に応答して送出するこ
とができる。あるいは、医療補助デバイス位置モジュール５０４は、心停止監視デバイス
１１０が位置情報を要求しているかどうかにかかわらず、その位置情報を周期的に一斉送
信することもできる。医療補助デバイス位置モジュール５０４は、位置情報を記憶するこ
とができるメモリモジュール（不揮発性フラッシュモジュールなど）を含むことができ、
あるいは、その位置情報を得るためのＧＰＳ受信器などの自己位置取得ユニットとするこ
ともできる。
【００２２】
　医療補助デバイス１２０はまた、警報ユニット５０６を有することもできる。警報ユニ
ット５０６は、心停止監視デバイス１１０の位置情報（例えば、罹病者の位置）の受信に
応答して、例えば音声および／または視覚による警報を発して、使用者に起きている心臓
の異常を通りがかりの人に知らせることができる。
【００２３】
　医療補助デバイス１２０はさらに、通信インターフェース５０８を含むことができる。
通信インターフェース５０８は、医療補助デバイス１２０と心停止監視デバイス１１０お
よび／またはサーバ１３０との間の通信を容易にすることができる。通信インターフェー
ス５０８は、それだけには限らないが、無線通信デバイスを含むことができる。
【００２４】
　医療補助デバイス１２０はまた、出力ユニット５１０を有することもできる。出力ユニ
ット５１０は、例えば、映像ディスプレイ、音声スピーカなどとすることができる。出力
ユニット５１０は、心停止監視デバイス１１０を身につけている罹病者（例えば、使用者
１１５）の位置情報を出力することができる。例えば、罹病者の位置はモニタ３０２上の
地図３０４に表示することができ、このモニタは、図３に示されるように、電子モニタ２
０６の位置（例えば、使用者１１５の位置）、ならびに近くの医療補助デバイス１２０ａ
および１２０ｂの位置を示すことができる。
【００２５】
　図５を参照して、５０４、５０６、５０８および５１０などの構成要素は、バス５１２
を介して互いに通信できることを理解されたい。
【００２６】
　前に論じたように、本開示の別の実施形態は、移動端末デバイス１４０を含むことがで
きる。移動端末デバイス１４０は、心停止の罹病者（例えば、使用者１１５）に遭遇しう
る、例えば使用者１３５（介護従事者など）である通りがかりの人が使用することができ
る。移動端末デバイス１４０は、近くの医療補助デバイス１２０を探し、その医療補助デ
バイス１２０の位置情報を出力することができる。
【００２７】
　図１および図６に示されるように、移動端末デバイス１４０は、医療補助機器探査装置
６０２を含むことができる。医療補助機器探査装置６０２は、医療補助デバイス１２０の
位置情報を要求するメッセージを一斉送信または送信し、医療補助デバイス１２０からの
位置情報を受信することができる。医療補助デバイス１２０の位置情報を受信すると、医
療補助機器探査装置６０２は、移動端末デバイス１４０と医療補助デバイス１２０の間の
距離を求めることによって、近くの１つまたは複数の医療補助デバイス１２０ａおよび１
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２０ｂを選択することができる。別の実施形態では、医療補助機器探査装置６０２は、医
療補助デバイス１２０の位置情報を管理することができるサーバ１３０からの医療補助デ
バイス１２０の位置情報を要求することができる。移動端末デバイス１４０は、その位置
情報をサーバ１３０に送信することができ、次いでサーバ１３０は、近くの医療補助デバ
イス１２０の位置情報を提供することができる。その位置を決定するために、移動端末デ
バイス１４０は、ＧＰＳ受信器などの自己位置取得ユニット６０４を含むことができる。
【００２８】
　移動端末デバイス１４０はまた、出力ユニット６０６を有することもできる。出力ユニ
ット６０６は、例えば映像ディスプレイ、音声スピーカなどとすることができる。出力ユ
ニット６０６は、最も近い医療補助デバイス１２０の位置情報を出力することができる。
例えば、罹病者（例えば、使用者１１５）の位置は、図３に示すように、近くの医療補助
デバイス１２０の位置を示すことができるモニタ３０２上の地図３０４に表示することが
できる。
【００２９】
　図６を再度参照して、６０２、６０４および６０６などの構成要素は、バス６０８を介
して互いに通信できることを理解されたい。
【００３０】
　図７～１０は、本開示の少なくともいくつかの実施形態によるプロセス流れの例を示す
。本明細書で説明する諸プロセスでは、プロセスの流れ、機能的動作、イベントおよび／
または振る舞いなどとして説明できる、ハードウェア、ソフトウェアおよび／またはファ
ームウェアによって実施可能な様々な機能ブロックまたは処理を記載する。当業者であれ
ば、本開示に照らして、図７～１０に示される機能ブロックに対する多数の代替形態を様
々な実施の形で実行できることが理解されよう。例えば、図７～１０に示される各処理は
、ブロックまたは処理の１つの特定の順序を含むが、これらのブロックまたは処理が提示
されている順序は、特許請求される主題をいずれかの特定の順序に必ずしも限定しない。
同様に、特許請求される主題の範囲から逸脱することなく、図７～１０に示されていない
介在処理（intervening actions）、および／または図７～１０に示されていない追加処
理を用いることができ、かつ／または図７～１０に示される処理の一部を削除することが
できる。
【００３１】
　プロセス７００は、心停止監視デバイスの動作を示す。このデバイスは、医療補助機器
（例えばＡＥＤ）の位置情報を、医療補助機器が取り付けられた１つまたは複数の医療補
助デバイスから受信し、受信した位置情報に応答して、医療補助機器の位置情報を伝える
。図７を参照すると、ブロック７０２で、心臓リズムをセンサ２０２により監視すること
ができる。ブロック７０４で、心臓リズムデータを解析することができる。異常検出回路
２０８が、センサ２０２から受け取ったデータを解析して心臓リズムの異常を検出する場
合、異常検出回路２０８は、それがある一定の期間に脈拍を検出しない、またはあらかじ
めプログラムされたデータとの著しい相違を検出するという条件により、心臓リズムの異
常を判定する。異常が検出された場合、プロセスはブロック７０６に進む。異常が検出さ
れない場合、プロセスはブロック７０２に戻る。ブロック７０６は、異常が検出されると
医療補助機器の位置情報要求を一斉送信することを表すといえる。ブロック７０８は、医
療補助デバイス１２０がブロック７０６から一斉送信された要求を受け取ることを表すと
いえる。ブロック７１０は、医療補助デバイス１２０が医療補助機器（例えばＡＥＤ）の
位置情報を心停止監視デバイス１１０に返信することを表すといえる。ブロック７１２は
、心停止監視デバイスが医療補助機器の位置情報を受信することを表すといえる。ブロッ
ク７１４は、心停止監視デバイスが、心停止監視デバイス１１０とそれぞれの医療補助機
器との間の距離を計算することによって、近くの１つまたは複数の医療補助機器を選択す
ることを表すといえる。ブロック７１６は、地図上に位置を表示することのような、近く
の医療補助機器の位置に関する情報を伝えることを表すといえる。ブロック７１８は、心
臓リズムの異常を検出する異常検出回路に応答して、使用者の異常を通りがかりの人に知
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らせる警報を発することを表すといえる。もちろん、ブロック７１８は、ブロック７０４
で異常を検出した後にプロセスのどの点で行われてもよいことを理解されたい。
【００３２】
　プロセス８００は、心停止監視デバイスの動作を示す。このデバイスは、医療補助機器
の位置情報を、医療補助機器の位置情報を管理すると共にその位置情報を伝えるサーバか
ら受信する。図８を参照すると、ブロック８０２は、センサ２０２によって心臓リズムを
監視することを含むことができる。ブロック８０４は、心臓リズムデータを解析すること
を表すといえる。異常検出回路２０８が、センサ２０２から受け取ったデータを解析して
心臓リズムの異常を検出する場合、異常検出回路２０８は、それがある一定の期間に脈拍
を検出しない、またはあらかじめプログラムされたデータとの著しい相違を検出するとい
う条件により、心臓リズムの異常を判定する。異常が検出された場合、プロセスはブロッ
ク８０６に進む。異常が検出されない場合、プロセスはブロック８０２に戻る。ブロック
８０６は、異常が検出されるとサーバに医療補助機器の局地情報要求および自己位置情報
を一斉送信することを表すといえる。ブロック８０８は、サーバ１３０がブロック８０６
から一斉送信された要求を受信することを表すといえる。ブロック８１０は、サーバが心
停止監視デバイスの位置情報に基づき１つまたは複数の医療補助デバイスを選択すること
を表すといえる。ブロック８１２は、サーバが医療補助機器の位置情報を心停止監視デバ
イスに返信することを表すといえる。ブロック８１４は、心停止監視デバイスが医療補助
機器の位置情報を受信することを表すといえる。ブロック８１６は、地図上に位置を表示
することのような、近くの医療補助機器の位置に関する情報を伝えることを表すといえる
。ブロック８１８は、心臓リズムの異常を検出する異常検出回路に応答して、使用者の異
常を通りがかりの人に知らせる警報を発することを表すといえる。もちろん、ブロック８
１８は、ブロック８０４で異常を検出した後にプロセスのどの点で行われてもよいことを
理解されたい。
【００３３】
　プロセス９００は、医療補助デバイスの動作を示す。このデバイスは、罹病者（例えば
、使用者１１５）の位置情報を、罹病者が身につけている心停止監視デバイスから医療補
助デバイスが罹病者の位置情報を受信したときに、伝える。図２および図９を参照すると
、ブロック９０２は、センサ２０２によって心臓リズムを監視することを含むことができ
る。ブロック９０４は、心臓リズムデータを解析することを表すといえる。異常検出回路
２０８が、センサ２０２から受け取ったデータを解析して心臓リズムの異常を検出する場
合、異常検出回路２０８は、それがある一定の期間に脈拍を検出しない、またはあらかじ
めプログラムされたデータとの著しい相違を検出するという条件により、心臓リズムの異
常を判定する。異常が検出された場合、プロセスはブロック９０６に進む。異常が検出さ
れない場合、プロセスはブロック９０２に戻る。ブロック９０６は、心停止監視デバイス
が、異常が検出されると医療補助デバイスに自己位置情報を送信することを表すといえる
。ブロック９０８は、医療補助デバイスが罹病者（すなわち心停止監視デバイス）の位置
情報を受信することを表すといえる。ブロック９１０は、地図上に位置を表示することの
ような、罹病者の位置に関する情報を伝えることを表すといえる。
【００３４】
　プロセス１０００は、移動端末デバイスの動作を示す。このデバイスは、医療補助機器
の位置情報を、医療補助機器が取り付けられた１つまたは複数の医療補助デバイスから受
信し、医療補助機器の位置情報を伝える。このデバイスは、心停止の罹病者に遭遇した通
りがかりの人が使用するものである。図１０を参照すると、ブロック１００２は、近くの
１台の医療補助機器の位置を突き止めるためのコマンドを受け取ることを表すといえる。
たとえば使用者が、近くの医療補助機器の位置を突き止めるために移動端末デバイスにコ
マンドを入力する。ブロック１００４は、医療補助機器の局地情報要求を一斉送信するこ
とを表すといえる。ブロック１００６は、医療補助デバイスがブロック１００４から一斉
送信された要求を受信することを表すといえる。ブロック１００８は、医療補助デバイス
が医療補助機器の位置情報を移動端末デバイスに返信することを表すといえる。前に論じ
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たように、医療補助機器の位置情報は、医療補助デバイスのメモリ内に記憶することがで
きる。別の実施形態では、医療補助デバイスは、その位置情報を得るためにＧＰＳ受信器
などの自己位置取得ユニットを含むことができる。ブロック１０１０は、移動端末デバイ
スが医療補助機器の位置情報を受信することを表すといえる。ブロック１０１２は、移動
端末デバイスが、心停止監視デバイスとそれぞれの医療補助機器との間の距離を計算する
ことによって、近くの１つまたは複数の医療補助機器を選択することを表すといえる。ブ
ロック１０１４は、地図上に位置を表示することのような、近くの医療補助機器の位置に
関する情報を伝えることを表すといえる。
【００３５】
　もちろん、移動端末デバイスは、図８に関して論じたように、医療補助機器の位置情報
を管理するサーバから医療補助機器の位置情報を受信してもよいことを理解されたい。
【００３６】
　図１１は、本開示により構成される例示的なコンピュータプログラム製品１１００を示
す。コンピュータプログラム製品１１００は、信号担持媒体１１０２を含むことができる
。信号担持媒体１１０２は、１つまたは複数の機械可読命令１１０４を含むことができ、
この命令は、１つまたは複数のプロセッサで実行された場合に、計算デバイスが図７～１
０に関して上述した機能を提供できるように、具体的には、心臓リズムを解析すること、
システムデバイスの位置情報を送信および／または受信すること、および／または通信シ
ステムデバイス位置情報を伝えることを実施できるように働く。したがって、例えば、図
１を参照すると、心停止監視デバイス１１０、医療補助デバイス１２０、および／または
サーバ１３０、および／または移動端末デバイス１４０は、媒体１１０２によって伝達さ
れる命令１１０４に応答して、図７～１０に示された１つまたは複数の処理を引き受ける
ことができる。
【００３７】
　いくつかの実施では、信号担持媒体１１０２は、それだけには限らないが、ハードディ
スクドライブ、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、デジ
タルテープ、メモリなどのコンピュータ可読媒体１１０６を包含することができる。いく
つかの実施では、信号担持媒体１１０２は、それだけには限らないが、メモリ、読出し／
書込み（Ｒ／Ｗ）ＣＤ、Ｒ／Ｗ　ＤＶＤなどの記録可能媒体１１０８を包含することがで
きる。いくつかの実施では、信号担持媒体１１０２は、それだけには限らないが、デジタ
ルおよび／またはアナログ通信媒体など（例えば、光ファイバケーブル、導波路、有線通
信リンク、無線通信リンクなど）の通信媒体１１１０を包含することができる。
【００３８】
　図１２は、本開示により構成される例示的な計算デバイス１２００を示すブロック図で
ある。１つの例示的な構成１２０１では、計算デバイス１２００は、１つまたは複数のプ
ロセッサ１２１０およびシステムメモリ１２２０を含むことができる。プロセッサ１２１
０とシステムメモリ１２２０の間で通信するにはメモリバス１２３０を使用することがで
きる。
【００３９】
　所望の構成に応じて、プロセッサ１２１０は、それだけには限らないが、マイクロプロ
セッサ（μＰ）、マイクロコントローラ（μＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、
またはそれらの任意の組合せを含むどんなタイプでもよい。プロセッサ１２１０は、レベ
ル１（Ｌ１）キャッシュ１２１１およびレベル２（Ｌ２）キャッシュ１２１２などの１つ
または複数のレベルのキャッシング、プロセッサコア１２１３、およびレジスタ１２１４
を含むことができる。プロセッサコア１２１３は、演算論理ユニット（ＡＬＵ）、浮動小
数点ユニット（ＦＰＵ）、デジタル信号プロセッサコア（ＤＳＰコア）、またはそれらの
任意の組合せを含むことができる。メモリコントローラ１２１５はまた、プロセッサ１２
１０と共に使用することもでき、あるいはいくつかの実施では、メモリコントローラ１２
１５は、プロセッサ１２１０の内部部分とすることもできる。
【００４０】
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　所望の構成に応じて、システムメモリ１２２０は、それだけには限らないが、揮発性メ
モリ（ＲＡＭなど）、不揮発性メモリ（ＲＯＭ、フラッシュメモリなど）、またはそれら
の任意の組合せを含むどんなタイプでもよい。システムメモリ１２２０は、オペレーティ
ングシステム１２２１、１つまたは複数のアプリケーション１２２２、およびプログラム
データ１２２４を含むことができる。アプリケーション１２２２は、図７～１０に関して
説明した機能ブロックおよび／または動作を含む、本明細書で説明する機能および／また
は動作を実施するように構成されている監視アルゴリズムおよび位置突き止めアルゴリズ
ムを含むことができる。システム位置データ１２２４は、医療補助デバイスおよび／また
は心停止監視デバイスの位置に関する情報を含むことができる。いくつかの例示的な実施
形態では、アプリケーション１２２２は、モバイルサンプリング（mobile sampling）の
実施を本明細書で説明するように行うことができるように、オペレーティングシステム１
２２１上でプログラムデータ１２２４と共に働く構成とすることができる。説明したこの
基本構成は、図１２に、破線１２０１内のそれら構成要素で示されている。
【００４１】
　計算デバイス１２００は、追加の特徴または機能、ならびに基本構成１２０１と任意の
必要なデバイスまたはインターフェースとの間の通信を容易にする追加のインターフェー
スを有することができる。例えば、バス／インターフェースコントローラ１２４０を使用
して、基本構成１２０１と１つまたは複数のデータ記憶デバイス１２５０との間の通信を
記憶インターフェースバス１２４１を介して容易にすることができる。データ記憶デバイ
ス１２５０は、取り外し可能記憶デバイス１２５１、取り外しできない記憶デバイス１２
５２、またはそれらの組合せとすることができる。取り外し可能記憶デバイスおよび取り
外しできない記憶デバイスの例を２～３挙げると、フレキシブルディスクドライブおよび
ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）などの磁気ディスクドライブ、コンパクトディスク（
ＣＤ）ドライブまたはデジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）ドライブなどの光ディス
クドライブ、ソリッドステートドライブ（ＳＳＤ）、およびテープドライブがある。例示
的なコンピュータ記憶媒体には、コンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュ
ール、または他のデータなどの情報を記憶する方法および技術において実施される、揮発
性または不揮発性の、取り外し可能または取り外しできない媒体が含まれうる。
【００４２】
　システムメモリ１２２０、取り外し可能記憶装置１２５１、および取り外しできない記
憶装置１２５２はすべて、コンピュータ記憶媒体の例である。コンピュータ記憶媒体には
、それだけには限らないが、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリまたは他
のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）または他の光記
憶装置、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス
、あるいは、所望の情報を記憶するのに使用でき、計算デバイス１２００がアクセスでき
る他の任意の媒体が含まれる。このような任意のコンピュータ記憶媒体がデバイス１２０
０の一部になりうる。
【００４３】
　計算デバイス１２００はまた、様々なインターフェースデバイス（例えば、出力インタ
ーフェース、周辺インターフェース、および通信インターフェース）からバス／インター
フェースコントローラ１２４０を介して基本構成１２０１に至る通信を容易にするための
インターフェースバス１２４２を含むこともできる。例示的な出力インターフェース１２
６０は、図形処理ユニット１２６１および音声処理ユニット１２６２を含むことができ、
これらのユニットは、１つまたは複数のＡ／Ｖポート１２６３を介して、ディスプレイま
たはスピーカなどの様々な外部デバイスと通信できるように構成することができる。例示
的な周辺インターフェース１２６０は、シリアルインターフェースコントローラ１２７１
および／またはパラレルインターフェースコントローラ１２７２を含むことができ、これ
らのコントローラは、１つまたは複数のＩ／Ｏポート１２７３を介して、入力デバイス（
例えば、キーボード、マウス、ペン、音声入力デバイス、タッチ入力デバイスなど）また
は他の周辺デバイスなど（例えば、プリンタ、スキャナなど）の外部デバイスと通信する
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ように構成することができる。例示的な通信インターフェース１２８０は、ネットワーク
コントローラ１２８１を含み、このコントローラは、１つまたは複数の通信ポート１２８
２を介したネットワーク通信による、他の１つまたは複数の計算デバイス１２９０との通
信を容易にするように構成することができる。通信接続は通信媒体の一例である。通信媒
体は通常、搬送波または他の搬送機構などの変調データ信号の形で、コンピュータ可読命
令、データ構造、プログラムモジュールまたは他のデータによって具現化することができ
、また任意の情報配信媒体を含むことができる。「変調データ信号」は、１つまたは複数
の特性セットを有する信号、または信号中の情報を符号化するように変更された信号とい
える。限定ではなく例として示すと、通信媒体は、有線ネットワークまたは直接有線接続
などの有線媒体、ならびに音響、無線周波数（ＲＦ）、赤外線（ＩＲ）などの無線媒体お
よび他の無線媒体を含むことができる。本明細書でコンピュータ可読媒体という用語は、
記憶媒体および通信媒体の両方を含みうる。
【００４４】
　計算デバイス１２００は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、個人用メディアプレー
ヤデバイス、無線ウェブ監視デバイス、個人用ヘッドセットデバイス、特定用途向けデバ
イス、または上記の機能のいずれかを含むハイブリッドデバイスなどの、小形要素の携帯
（または移動）電子デバイスの一部分として実施することができる。計算デバイス５００
はまた、ラップトップコンピュータおよびラップトップではないコンピュータの両方の構
成を含むパーソナルコンピュータとして実施することもできる。加えて、計算デバイス５
００は、無線基地局あるいは他の無線システムまたは無線デバイスの一部として実施する
こともできる。
【００４５】
　発明を実施するための形態の上記の説明の一部分は、コンピュータメモリなどの計算シ
ステムメモリ内に記憶されたデータビットまたは２値デジタル信号による動作についての
アルゴリズムまたは記号表現に関して提示されている。これらのアルゴリズム的記述また
は表現は、データ処理技術分野の当業者が他の当業者にその仕事の内容を伝達するために
用いる技法の例である。アルゴリズムは、ここでは、また一般的に、所望の結果につなが
る首尾一貫した一連の動作、または同様な処理と考えられる。この文脈では、動作または
処理は物理量の物理的操作を含む。通常、必然的ではないが、このような量は、記憶、転
送、結合、比較ができ、またはそれ以外の操作ができる電気信号または磁気信号の形を取
りうる。主には一般的な語法という理由で、このような信号をビット、データ、値、要素
、記号、文字、用語、番号、数字などと呼ぶことが便利な場合があることが分かっている
。しかし、これらの用語や類似の用語は、適切な物理量を伴うべきであると共に、単に便
利な標識にすぎないことを理解されたい。特にことわらない限り、以下の議論から明らか
なように、本明細書全体を通して「処理する」、「計算する（ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ）」、
「計算する（ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ）」、「決定する」などの用語を用いる議論は、メ
モリ、レジスタ、あるいは計算デバイスの他の情報記憶デバイス、伝送デバイス、または
計算デバイスのディスプレイデバイスの中の、電子的または磁気的な物理量として表され
るデータを操作または変換する計算デバイスの処理またはプロセスを指すことを理解され
たい。
【００４６】
　発明を実施するための形態の上記の説明は、ブロック図、フローチャートおよび／また
は例を用いることによって、デバイスおよび／またはプロセスの様々な実施形態を示して
いる。このようなブロック図、フローチャートおよびまたは例が１つまたは複数の機能お
よび／または動作を含む場合、そのようなブロック図、フローチャートまたは例の中の各
機能および／または動作は、広範囲のハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ま
たは実質上それらのすべての組合せによって個別に、および／または集合的に実施できる
ことが当業者には理解されよう。一実施形態では、本明細書に記載されている主題のいく
つかの部分は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、または他の集積形式によって実
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施することができる。しかし、当業者であれば、本明細書で全部または一部が開示された
実施形態のいくつかの態様が、１つまたは複数のコンピュータ上で動作する１つまたは複
数のコンピュータプログラムとして（例えば、１つまたは複数のコンピュータシステム上
で動作する１つまたは複数のプログラムとして）、１つまたは複数のプロセッサ上で動作
する１つまたは複数のプログラムとして（例えば、１つまたは複数のマイクロプロセッサ
上で動作する１つまたは複数のプログラムとして）、ファームウェアとして、または実質
上それらの任意の組合せとして、集積回路内で同等に実施できること、かつ回路を設計す
ること、かつ／またはソフトウェアおよび／またはファームウェアのコードを書くことが
、本開示に照らして当業者の一人の能力の範囲に十分に入ることを理解されよう。加えて
、当業者であれば、本明細書に記載されている主題のメカニズムがプログラム製品として
様々な形で配布できること、また本明細書に記載されている主題の例示的な実施形態が、
その配布を実際に行うために使用される信号担持媒体の個々の種類にかかわらず、当ては
まることを理解されよう。信号担持媒体の例には、それだけに限らないが、以下の、フレ
キシブルディスク、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、コンパクトディスク（ＣＤ）、
デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、デジタルテープ、コンピュータメモリなどの
記録可能型媒体、ならびにデジタルおよび／またはアナログ通信媒体など（例えば、光フ
ァイバケーブル、導波路、有線通信リンク、無線通信リンクなど）の伝送型媒体が含まれ
る。
【００４７】
　本開示で「～に応答する（ｒｅｓｐｏｎｓｉｖｅ　ｔｏ）」または「～に応答して（ｉ
ｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ）」という語に言及することは、特定の機能および／または
構造のみに応答することに限定されない。１つの機能がまた、別の機能および／または構
造に応答することもあり、その機能および／または構造の中に位置することもある。さら
に、「結合された」または「応答する」または「～に応答して」または「～と通信して」
などの語または句が本明細書または添付の特許請求の範囲で使用される場合、これらの語
は広く解釈されるべきである。例えば、「～に結合された」という句は、この句が使用さ
れる文脈に対し適宜に、通信するように、電気的に、および／または動作するように結合
されることを指しうる。
【００４８】
　当業者であれば、デバイスおよび／またはプロセスを本明細書で示したように記載し、
その後、技術的手法を用いて、記載されたそのようなデバイスおよび／またはプロセスを
データ処理システムの中に一体化することが、当技術分野内では一般的であることを理解
されよう。つまり、本明細書に記載されたデバイスおよび／またはプロセスの少なくとも
一部分は、妥当な量の実験によってデータ処理システムの中に一体化することができる。
当業者であれば、典型的なデータ処理システムは一般に、１つまたは複数のシステムユニ
ットハウジング、映像ディスプレイデバイス、揮発性および不揮発性メモリなどのメモリ
、マイクロプロセッサおよびデジタル信号プロセッサなどのプロセッサ、オペレーティン
グシステム、ドライバ、グラフィカルユーザインターフェースおよびアプリケーションプ
ログラムなどの計算エンティティ、タッチパッドまたはタッチスクリーンなどの１つまた
は複数の対話デバイス、および／またはフィードバックループおよび制御モータを含む制
御システム（例えば、位置および／または速度を検知するためのフィードバック、構成要
素および／または諸量を移動および／または調整するための制御モータ）を含むことを理
解されよう。典型的な処理システムは、データ計算／通信システム、および／またはネッ
トワーク計算／通信システム内で通常見出されるものなど、市販の適切な任意の構成要素
を利用して実施することができる。
【００４９】
　本明細書に記載の主題は、他の異なる構成要素の中に含まれる、またはそれに接続され
る別々の構成要素を示す場合がある。描写されたこのような構成は例示的なものにすぎず
、実際には、同じ機能が得られる他の多くのアーキテクチャを実施できることを理解され
たい。概念的な意味で、同じ機能を実現する構成要素のどんな構成も、所望の機能が得ら
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れるように実際上「結び付けられる」。したがって、特定の機能を実現するために組み合
わされた本明細書のどの２つの構成要素も、アーキテクチャまたは介在構成要素にかかわ
らず、所望の機能が得られるように互いに「結び付けられた」と理解することができる。
同様に、そのように結び付けられたどの２つの構成要素もまた、所望の機能を実現するよ
うに互いに「動作可能に接続され」、または「動作可能に結合され」ていると見ることが
でき、そのように結び付けることのできるどの２つの構成要素もまた、所望の機能を実現
するように互いに「動作可能に結合可能」であると見ることができる。動作可能に結合可
能な具体的な例には、それだけには限らないが、物理的にかみ合わせ可能かつ／または物
理的に相互作用する構成要素、および／または無線で相互作用可能かつ／または無線で相
互作用する構成要素、および／または論理的に相互作用しかつ／または論理的に相互作用
可能な構成要素が含まれる。
【００５０】
　本明細書での実質的にあらゆる複数形および／または単数形の用語の使用に関して、当
業者であれば、その文脈および／または適用に対して適切であるように複数形から単数形
に、かつ／または単数形から複数形に変換することができる。様々な単数形／複数形の変
更は、分かりやすくするために本明細書では明白に示されることがある。
【００５１】
　一般に、本明細書で使用され、特に添付の特許請求の範囲（例えば、添付の特許請求の
範囲の本文）で使用される語は、一般には「開いた」語としたものであること（例えば、
「含んでいる」という語は、「それだけに限らないが、～を含んでいる」と解釈すべきで
あり、「有している」という語は、「少なくとも～を有する」と解釈すべきであり、「含
む」という語は、「それだけに限らないが、～を含む」と解釈すべきであることなど）が
、当業者には理解されよう。さらに、特定の数の前置きをつけた特許請求の範囲の列挙が
意図される場合、そのような意図は特許請求の範囲で明確に列挙され、そのような列挙が
なければ、そのような意図は存在しないことも当業者には理解されよう。例えば、理解の
助けとして、添付の特許請求の範囲では、特許請求の範囲の列挙に前置きをつけるために
、「少なくとも１つの」および「１つまたは複数の」という前置句の使用を含むことがあ
る。しかし、このような句の使用は、同じ特許請求の範囲が「１つまたは複数の」または
「少なくとも」という前置句、および「ａ」または「ａｎ」などの不定冠詞を含む場合で
も、不定冠詞「ａ」または「ａｎ」を特許請求の範囲の列挙に前置きすることが、そのよ
うな前置きをつけた特許請求の範囲を含むいかなる特定の特許請求の範囲も、そのような
列挙を１つだけ含む発明に限定することを示唆すると解釈されるべきではない（例えば、
「ａ」および／または「ａｎ」は通常、「少なくとも１つ」または「１つまたは複数の」
を意味すると解釈されるべきである）。同じことは、特許請求の範囲の列挙の前置きに使
用される定冠詞の使用にも当てはまる。加えて、特定の数の前置きをつけた特許請求の範
囲が明確に列挙された場合でも、当業者であれば、そのような列挙は通常、少なくとも列
挙された数を意味すると解釈されるべきことを理解されよう（例えば、他の修飾語がない
「２つの列挙」からなる無修飾列挙は通常、少なくとも２つの列挙、または２つ以上の列
挙を意味する）。さらに、「Ａ、ＢおよびＣのうちの少なくとも１つ、など」に類似の慣
用句が使用される場合では、一般にそのような構文が、その慣用句を当業者が理解するは
ずの意味で意図されている（例えば、「Ａ、ＢおよびＣのうちの少なくとも１つを有する
システム」には、それだけには限らないが、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡおよびＢ共に、
ＡおよびＣ共に、ＢおよびＣ共に、および／またはＡ、ＢおよびＣ共に、などを有するシ
ステムが含まれる）。「Ａ、ＢまたはＣなどのうちの少なくとも１つ」に類似の慣用句が
使用される場合では、一般にそのような構文が、その慣用句を当業者が理解するはずの意
味で意図されている（例えば、「Ａ、ＢまたはＣのうちの少なくとも１つを有するシステ
ム」には、それだけには限らないが、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡおよびＢ共に、Ａおよ
びＣ共に、ＢおよびＣ共に、および／またはＡ、ＢおよびＣ共に、などを有するシステム
が含まれる）。さらに、２つ以上の代替語を提示する事実上あらゆる選言的語（disjunct
ive）および／または句は、明細書、特許請求の範囲、または図面の中であろうとなかろ
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うと、その語のうちの１つ、その語のいずれか、または両方の語を含む可能性を企図する
と理解されるべきことも当業者には理解されよう。例えば、「ＡまたはＢ」という句は、
「Ａ」または「Ｂ」、あるいは「ＡおよびＢ」の可能性を含むと理解されたい。
【００５２】
　また、「最適化」という語は、最大化および／または最小化を含みうることも理解され
たい。本明細書では「最小化」および／または類似の語は、全体的最小、局所的最小、お
およその全体的最小、おおよその局所的最小を含みうる。同様に、「最大化」および／ま
たは類似の語は、全体的最大、局所的最大、おおよその全体的最大、おおよその局所的最
大を含みうる。
【００５３】
　明細書で「一実施（ａｎ　ｉｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ）」、「１つの実施（ｏｎｅ
　ｉｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ）」、「いくつかの実施」または「他の実施」について
言及することは、１つまたは複数の実施と関連して説明した特定の特徴、構造または特性
が少なくともいくつかの実施に含まれるが、必ずしもすべての実施には含まれないことが
あることを意味しうる。前の説明における「一実施」、「１つの実施」または「いくつか
の実施」が様々に出現しても、必ずしもすべてが同じ実施について言及していない。
【００５４】
　本明細書では、様々な方法およびシステムを用いていくつかの例示的技法を説明し、示
してきたが、特許請求された主題から逸脱することなく、他の様々な改変を加えることが
でき、均等物を代用できることが当業者には理解されるはずである。加えて、特定の状況
に適合するように、特許請求された主題の教示に対し多くの改変を、本明細書で説明した
中心概念から逸脱することなく加えることもできる。したがって、特許請求された主題は
、開示された特定の例に限定されるものではなく、またそのような特許請求された主題は
、添付の特許請求の範囲に入るすべての実施およびその均等物も含みうるものである。
【符号の説明】
【００５５】
　１００　心停止監視システム
　１１０　心停止監視デバイス
　１１２　無線通信ライン
　１１４　無線通信ライン
　１１５　患者／使用者
　１１６　無線通信ライン
　１１８　無線通信ライン
　１２０　医療補助デバイス
　１２０ａ　医療補助デバイス
　１２０ｂ　医療補助デバイス
　１３０　サーバ
　１３５　使用者
　１４０　移動端末デバイス
　２０６　電子モニタ
　２２２　バス
　３０２　モニタ
　３０４　地図
　４０２　映像モニタ
　４０４　検出された心臓リズムデータ／パルス間時間
　５１２　バス
　６０８　バス
　７００　プロセス
　８００　プロセス
　９００　プロセス
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